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論文内容の要旨 

 
 本研究は、衣服文化の一つであるストリートファッションについて、文献調査や実地調査を通

して、日本のストリートファッションの特徴を分析し、その変容と伝播について考察している。

また、日本、韓国、タイの若い女性を対象に、ファッションに対する意識と行動、ならびに、フ

ァッションに関連する状況を調査し、３ヵ国間の相違や類似性について考察している。 

 申請論文は８章から構成されており、以下に各章の概要を示す。 

 第１章では、研究の背景と目的、本研究に関連する先行研究、本研究で対象とするストリート

ファッションとそれを取り巻く社会的状況、ならびに、論文の構成について述べている。 

 第２章では、研究を進める上での有用な方法を調べ、その詳細について述べている。 

 第３章では、日本のストリートファッションの起源と特徴について、また、ストリートファッ

ションの中でも最も特徴的なロリータとコスプレについて考察している。具体的には、第２章で

述べている方法論に沿って、文献調査、ファッション雑誌の解析、コスプレーヤーに対するイン

タビュー調査などを行っている。その結果として、たとえば、日本のストリートファッションが

東京の地域ごとに特有のスタイルを持ち、それらが時の流れとともに変化・融合をしていること

を見出している。また、特別な価値観を共有している人々の間であったロリータやコスプレが、

ある時期を境に一般の社会の中でも広く認知されてきたことも見出している。 

 第４章では、2006 年と 2011 年の間に、女子学生のストリートファッションに対するアンケー

ト調査と実地調査を行い、ファッションの変容について分析・考察している。アンケート調査は、

2006年に最初に行なわれ、2008年、2010年および 2011年に行い、それらの調査結果とその比較

から、６種に分類したストリートファッションのスタイルが変容して１１種に増えてきたことを

見出している。また、2007年以降の景気後退やポピュラーなファーストファッションが変化の原

因であったと分析している。 

第５章では、2010年の日本と韓国の間の女子大生の日常の習慣的なファッション行動の違いに

ついて考察している。ファッション行動について問うアンケート調査を、東京と韓国のソウルと
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テグで女子大生を対象に行い、その結果、たとえば、日本に比べ韓国ではインターネットを通し

て購買行動をよく行うことなどを見出し、韓国の女子大生は自分の意志によって購買行動をとる

と考察している。 

第６章では、日本とタイの間の若い女性の日常の習慣的なファッション行動の違いと類似性に

ついて考察している。ファッション行動について問うアンケート調査を東京とバンコクで女子大

生を主とする若い女性を対象に行い、たとえば、タイの若い女性のファション行動の中に日本の

ストリートファッションの影響があることを見出している。 

第７章では、2011 年の日本、韓国、タイの３ヵ国の若い女性のファッションに関連する状況に

ついて比較・考察している。ファッションに関連する状況について問うアンケート調査を、東京、

ソウル、テグ、バンコクで、女子大生を主とする若い女性を対象に行い、得られた回答に対して

クラスター分析などを行い、３ヵ国間での違いと類似性を見出している。具体的には、日本では

日本のファッション雑誌から情報を得ていることが多いのに対して、韓国とタイでは欧米のファ

ッション雑誌から情報を得ていること、またさらに、日本では購買時にショップスタッフによく

聞き、ショップスタッフがファッションリーダー的な役割を果たしていることに対して、韓国と

タイでは、ショップスタッフの役割は大きくないことを見出している。 

第８章では、研究全体の総括を述べている。 

 
論文審査の結果の要旨 

 

 本研究は、衣服文化の一つであるストリートファッションについて、文献調査や実地調査を通

して、日本のストリートファッションの特徴を分析し、その変容と伝播について考察している。

また、日本、韓国、タイの若い女性を対象に、ファッションに対する意識と行動、ならびに、フ

ァッションに関連する状況を調査し、３ヵ国間の相違や類似性について考察している。 

 申請者は、最初に、本研究で対象とするストリートファッションとそれを取り巻く社会的状況、

本研究に関連する先行研究、ならびに、研究を進める上での有用な方法を調べている。そして、

日本のストリートファッションの特徴や変容、また、その要因を知ることを目的として、文献調

査、ファッション雑誌の解析、アンケート調査、インタビュー調査などを行っている。それらの

結果から、日本のストリートファッションが東京の地域ごとに特有のスタイルを持ち、それらが

時の流れとともに変化・融合をしていることを見出し、６種に分類したスタイルが１１種に増え

てきたと分析している。そして、その原因が 2007年以降の景気後退やファーストファッションの

浸透であったと考察している。また、特別な価値観を共有している人々の間であったロリータや

コスプレが、ある時期を境に一般の社会の中でも広く認知されてきたことも見出している。 

 また、日本、韓国、タイの３ヵ国の若い女性のファッション意識や行動、ならびに、ファッシ

ョンに関連する状況についてアンケート調査と実地調査を行い、その結果や３ヵ国の比較から、

たとえば、日本に比べ韓国ではインターネットを通して購買行動をよく行うこと、また、タイの

若い女性に日本のストリートファッションの影響があることを見出している。さらに、日本では

日本のファッション雑誌から情報を得ているのに対して韓国とタイでは欧米のファッション雑誌

から情報を得ていること、日本では購買時にショップスタッフによく聞き、ショップスタッフが

ファッションリーダー的な役割を果たしていることに対し、韓国とタイでは、ショップスタッフ

の役割は大きくないことを見出している。 
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 以上の研究成果は、世界から注目されている日本のストリートファッションの特徴とその変

容・伝播を、若い女性のファッション意識・行動とともに見出しており、衣服文化の一端を考察

する新たな試みとして評価できる。 

本論文の内容は、申請者を筆頭著者として公表された査読論文４編を基礎としている。 
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